研究支援のための「ものづくり」最前線

－レーザーによる微細加工・光造形技術－
平成２０年９月２日

物質・材料研究機構

開催の趣旨
　主として機械工作を専門とする技術支援職員、および精密な装置・機械を試作して研究に使用する研究者を対象として最新の工作関係技術について外部より専門家を招いて講演会を開催します。
また、本講演会は物質・材料研究機構材料　創製支援ステーションが主催し、筑波大学が共催しますが、物質・材料研究機構、共催する筑波大学の技術支援職員ならびに研究者・職員のみならず物質・材料研究機構が連携協力の協定を締結している他機関（産業技術総合研究所、高エネルギー加速器研究機構、宇宙航空研究開発機構）の技術支援職員・研究員の参加も募っております。
こうした主として技術支援職員を対象にした講演会を開催することで、異なる機関において実際に支援的業務に携わっている技術者の間で情報交換が進み、相互に啓発し、ひいては協働型活動の可能性など、現状を打開する糸口を模索することも目的としております。

記
主 催：独立行政法人　物質・材料研究機構、国立大学法人　筑波大学
日 時：2008年9月11日（木）13:30～17:00

場 所：(独)物質・材料研究機構　第一会議室　(つくば市千現１－２－１)
受　 付 ：13:00~13:30

司　 会 ：物質・材料研究機構　材料創製支援ステーション長　片田 康行

開会の辞：13:30~13:40　　
物質・材料研究機構　理事　馬越 佑吉
講 演1 ：13:40~14:30
「レーザー技術実用化の推進」

財団法人レーザー技術総合研究所 
主任研究員　藤田 雅之
（大阪大学レーザーエネルギー学研究センター招へい教授）
―トップダウンの微細加工技術とボトムアップの微細造形技術―
講 演2 ：14:40~15:30
「フェムト秒レーザー加工技術」
サイバーレーザー株式会社 

副社長　住吉 哲実

講 演3 ：15:30~16:20
「Manufacturing process for 3D micro-fluidics chips」

ソニー株式会社 先端マテリアル研究所所長

業務執行役員ＳＶＰ　熊谷　修
先端マテリアル研究所　光応用研究部第2グループ

統括課長　木原 信宏

シニアリサーチマネージャー　葛迫 淳一
総合討論：16:20~16:50
閉会の辞：16:50~17:00

研究基盤総合センター長　松内一雄
講演内容

講 演1 ：13:40~14:30「レーザー技術実用化の推進」
1） 財団法人レーザー総合技術研究所の紹介。

2） エネルギー、工業、農業、情報処理、医療等の産業応用への無限の可能
性を持つレーザー技術・研究の紹介。
3） レーザー加工・プロセス分野におけるレーザー加工装置、レーザー加工
技術と他加工技術の融合による加工法等の最新技術紹介。
講 演2 ：14:40~15:30「フェムト秒レーザー加工技術」
１）サイバーレーザー株式会社の紹介。

２）フェムト秒レーザー加工装置による材料加工応用例“どのような加工が可能か？”。
講 演3 ：15:30~16:20「Manufacturing process for 3D micro-fluidics chips」

1） ソニー株式会社先端マテリアル研究所の紹介。

2） 紫外線波長レーザーを用いた光造形装置の紹介と立体マイクロ流路作製
工程について。

